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【連絡先】 

電話・fax 0973-22-7102 

携帯 090-8412-9143 

住所：日田市港町 8-64 

メール：shodaykota@ab.auone-net.jp 

【
令
和
２
年
３
月
定
例
会
】 

令
和
２
年
度
３
月
定 

例
会
に
お
い
て
は
、 

日
田
市
議
会
と
し
て 

も
、
い
ろ
い
ろ
な
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

症
対
策
を
し
て
き
ま
し
た
。 

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
し
て
い
る

執
行
部
の
拘
束
時
間
縮
減
や
、
議
場
で

の
濃
厚
接
触
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
的

に
、
通
告
し
て
い
た
一
般
質
問
を
取
り

下
げ
（
緊
急
を
要
す
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
文
書
で
の
回
答
を
要
求
し
ま
し

た
）、
議
場
で
は
、
各
会
派
代
表
の

「
代
表
質
問
」
の
み
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
発
言
時
以
外
は
マ
ス
ク
着
用
を
徹

底
し
、
議
場
に
入
る
前
に
は
、
手
指
消

毒
を
行
う
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
に
努

め
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
令
和
２
年
第

１
回
定
例
会
は
、
委
員
会
で
の
審
査
等

は
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
条
例
制
定
や

一
部
改
正
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正

予
算
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
・

特
別
会
計
予
算
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
、
経
済
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る

市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
経
営

維
持
に
必
要
な
資
金
繰
り
支
援
の
経

済
対
策
と
、
今
後
に
備
え
る
た
め
の

感
染
症
対
策
用
品
を
購
入
し
、
備
蓄

す
る
た
め
、
追
加
補
正
予
算
と
し
て

３
億
６
７
６
２
万
３
千
円
な
ど
を
審

議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。 

 
 【

質
問
通
告
大
項
目
】 

１ 

小
中
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
（
文
書
回
答
） 

 

２ 

日
田
市
多
目
的 

交
流
館
の
運
営
に 

つ
い
て 

【
文
書
回
答
要 

求
内
容
と
回
答
に
つ
い
て
】 

２
０
２
０
年(

令
和
２
年)

１
月
１７

日
、
文
科
省
は
第
２００

回
臨
時
国
会
に

お
け
る
「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
教
育
職
員
給
与
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
の
改
正
を
受
け
、「
公
立
学

校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な

管
理
、
そ
の
他
、
教
育
職
員
の
服
務
を

監
督
す
る
教
育
委
員
会
が
、
教
育
職
員

の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図
る
た

め
に
講
ず
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
指

針
」
を
告
示
し
自
治
体
に
対
し
、
２
０

２
０
年
４
月
１
日
の
施
行
日
よ
り
教

育
職
員
の
業
務
の
適
切
な
管
理
を
行

う
よ
う
、
条
例
や
教
育
委
員
会
規
則

等
の
整
備
を
促
し
ま
し
た
。
指
針
は

教
育
職
員
が
校
務
と
し
て
、
学
校
教

育
に
必
要
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
時

間
を
「
在
校
等
時
間
」
と
し
た
上
で

「
時
間
外
勤
務
時
間
」
の
上
限
を
示

し
、
服
務
監
督
権
者
に
対
し
、
業
務
量

の
適
切
な
管
理
を
命
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
業
務
量
の
適
切
な
管
理
方

法
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。 

【
質
問
①
】 

上
限
時
間
に
つ
い
て

は
国
会
審
議
で
、
短
い
設
定
を
し
て

か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
市
教
委
と
し
て
の
考
え
方
。 

【
回
答
①
】 

 

市
教
委
で
策
定
す
る
「
日
田
市
学

校
職
員
の
時
間
外
在
校
等
時
間
の
上

限
に
関
す
る
方
針
」
に
、
文
科
省
に
よ

り
示
さ
れ
た
「
指
針
」
や
県
教
委
に
よ

る
「
施
行
規
則
」
が
示
す
上
限
時
間

（
１
か
月
４５

時
間
、
１
か
年
３６０

時

間
以
内
）
を
盛
り
込
む
。 

【
質
問
②
】
上
限
時
間
い
っ
ぱ
い
ま

で
業
務
を
行
う
事
を
す
す
め
る
た
め

の
設
定
で
は
な
い
こ
と
を
、
明
確
に

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
教
委
と
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【
請
願
】 

沖
縄
県
民
投
票
の
結
果
、
７
割
を
超

え
る
辺
野
古
埋
め
立
て
反
対
と
い
う
県

民
の
民
意
が
示
さ
れ
た
こ
と
や
、
米
軍

基
地
問
題
は
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
私
が
請
願
説
明
を

し
た
「
県
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
、
名

護
市
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
凍
結
と

地
方
自
治
の
尊
重
、
国
民
的
議
論
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る

請
願
」
は
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
（
賛

成
７
人
）
で
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

【
議
員
提
出
議
案
】 

「
日
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
並
び

に
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
国

は
地
方
議
会
議
員
の
在
り
方
に
関
す
る

研
究
会
を
設
置
し
今
後
の
地
方
議
会
に

つ
い
て
幅
広
く
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
慣
例
と
し
て
き
た
全
会
一
致
に

至
る
ま
で
の
議
員
間
の
議
論
が
尽
く
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
答
申
を
尊

重
し
た
う
え
で
、
十
分
な
議
員
間
の
議

論
及
び
検
討
を
重
ね
、
総
合
的
な
改
革

案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ

と
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
、
加
算
率
の

み
の
改
正
議
案
に
つ
い
て
は
反
対
を
し

ま
し
た
が
、
議
案
は
反
対
少
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
て
い
る
時
間
と
し
て
、
教
育
委
員
会

が
外
形
的
に
把
握
す
る
時
間
と
地
方

公
共
団
体
が
定
め
る
方
法
に
よ
る
テ

レ
ワ
ー
ク
等
の
時
間
を
加
え
る
。 

【
質
問
⑤
】
在
校
等
時
間
の
記
録
方
法

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
記
録

簿
等
の
場
合
は
公
文
書
扱
い
と
す
る

の
か
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
度
の
「
出

退
勤
時
刻
簡
易
記
録
シ
ス
テ
ム
」
か
ら

の
変
更
点 

【
回
答
⑤
】 

 
日
田
市
小
中
学
校
文
書
取
扱
規
程

に
則
り
適
切
に
公
文
書
と
し
て
保
管

す
る
。 

【
質
問
⑥
】
上
限
時
間
を
守
る
た
め
に

「
持
ち
帰
り
業
務
」
が
増
加
す
る
事
が

な
い
よ
う
、
実
態
把
握
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の

か
。 

【
回
答
⑥
】 

 

「
持
ち
帰
り
業
務
」
は
行
わ
な
い
こ

と
が
原
則
で
あ
り
、
上
限
時
間
を
遵
守

す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
、
自
宅

等
に
持
ち
帰
っ
て
業
務
を
行
う
時
間

が
、
増
加
す
る
こ
と
は
厳
に
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
市
教
委
に
お
い

て
、
業
務
の
持
ち
帰
り
が
あ
る
場
合
に

は
、
自
己
申
告
等
に
よ
る
実
態
把
握
に

努
め
る
。 

【
質
問
⑦
】
校
長
が
「
在
校
等
時
間
」

の
虚
偽
報
告
を
し
た
場
合
や
、
制
度
を

逸
脱
し
た
運
用
を
し
た
場
合
は
懲
戒

処
分
の
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。 

【
回
答
⑦
】 

 

在
校
等
時
間
の
報
告
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
公
聴

会
等
を
通
じ
て
、
管
理
職
を
は
じ
め
全

職
員
に
周
知
す
る
。 

 

今
回
の
通
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
一
般
質
問
で
問
う
て
い
き
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
学
校
は
長
い
休
校
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校
を
含
め
た
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
・
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
は
じ
め

様
々
な
業
種
で
、
事
業
継
続
問
題
や
雇

用
の
不
安
定
な
ど
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
を
注
視

し
、
緊
急
性
を
重
視
し
、「
住
み
た
い
、

住
み
つ
づ
け
た
い
日
田
づ
く
り
」
に
向

け
た
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。 

し
て
の
考
え
方
。 

【
回
答
②
】 

 

「
指
針
」
に
上
限
時
間
の
留
意
事
項

と
し
て
、
上
限
時
間
ま
で
業
務
を
行
う

こ
と
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の

方
針
に
お
い
て
も
、
こ
の
趣
旨
を
盛
り

込
む
。 

【
質
問
③
】
「
上
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
「
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
」
の
場

合
は
月
１００

時
間
、
複
数
月
（
２
～
６

カ
月
）
平
均
８０

時
間
（
過
労
死
ラ
イ

ン
越
え
）、年
７２０

時
間
ま
で
勤
務
で
き

る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
業
務
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

【
回
答
③
】 

学
校
事
故
等
が
生
じ
て
対
応
す
る

場
合
や
、
い
じ
め
な
ど
の
指
導
上
の
重

大
事
案
が
発
生
し
、
児
童
生
徒
等
に
深

刻
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
、
ま
た
は
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
な
ど 

【
質
問
④
】
在
校
等
時
間
の
考
え
方 

【
回
答
④
】 

 

勤
務
時
間
外
に
お
い
て
超
勤
４
項

目
以
外
の
業
務
に
「
校
外
に
お
い
て
職

務
と
し
て
行
う
研
修
へ
の
参
加
や
児

童
生
徒
等
の
引
率
等
の
職
務
に
従
事
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各
委
員
会
審
査
に
つ
い
て
（
抜
粋
） 

令
和
２
年
度
日
田
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
歳
入
歳
出
予
算
を
、
対
前
年
度

当
初
予
算
比
１．４

％
減
の
３
７
５
億
７
６

９
６
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
う

ち
「
日
田
市
復
旧
・
復
興
推
進
計
画
」
に
係

る
事
業
と
し
て
、
９
億
７
５
６
７
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。 

【
歳
入
に
つ
い
て
】 

① 

市
税
全
体
で
は
前
年
度
比
０．８

％
増 

② 

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
昨
年
１０

月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
前

年
度
比
で
１８

．
７
％
増
を
見
込
み
、
こ
の

う
ち
地
方
消
費
税
の
使
途
を
定
め
た
社

会
保
障
財
源
化
分
は
８
億
１
９
０
０
万

円
と
し
て
い
ま
す
。 

③ 

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
１
１
９

億
円 

④ 

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比
１．０

％

増 ⑤ 

県
支
出
金
は
、
前
年
度
比
３．４

％
増

⑥ 

市
債
に
つ
い
て
は
、
２．２

％
減
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。 

令
和
元
年
度
日
田
市
財
政
推
計
に
お
い

て
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
な
お
一
層
財
政
健
全
化

に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
令
和
２
年

度
に
お
い
て
は
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
継
続
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
経
済
へ
の

影
響
等
を
的
確
に
把
握
し
、
歳
入
の

状
況
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
、
適

切
な
財
政
運
営
を
要
望
し
ま
し
た
。 

【
歳
出
に
つ
い
て
】 

① 

新
し
い
公
共
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
地
域
を
担
う
住
民
自
治
組
織

の
設
立
と
運
営
を
支
援
す
る
も
の

で
、
令
和
２
年
度
に
組
織
の
設
立
が

予
定
さ
れ
て
い
る
上
津
江
地
区
に
対

す
る
交
付
金
な
ど
の
予
算
で
す
が
、

昨
年
度
よ
り
活
動
を
開
始
し
て
い
る

「
住
民
自
治
組
織 

中
津
江
振
興
協

議
会
」
の
事
例
検
証
を
活
か
し
て
事

業
の
執
行
を
行
な
う
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。 

② 

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
に
つ

い
て
は
、
公
共
交
通
空
白
地
域
で
の

バ
ス
停
や
公
共
施
設
等
ま
で
の
住
民

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
の
事

業
で
あ
り
、
利
用
者
の
乗
り
継
ぎ
や

事
前
予
約
の
方
法
に
つ
い
て
、
地
域

の
要
望
へ
の
柔
軟
な
対
応
に
努
め
る

と
と
も
に
利
便
性
を
向
上
さ
せ
多
く

の
市
民
が
利
用
で
き
る
運
行
と
な
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

③ 

日
田
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
を
考
慮

し
た
経
過
措
置
適
用
期
間
を
延
長
す

る
条
例
改
正
と
な
る
た
め
、
期
限
ま
で

に
各
ク
ラ
ブ
の
面
積
要
件
を
満
た
す

こ
と
及
び
運
営
に
不
可
欠
な
支
援
員

の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
と
各

運
営
委
員
会
の
協
力
体
制
を
確
保
す

る
こ
と
、
ま
た
、
運
営
主
体
の
見
直
し

の
検
討
を
行
う
な
ど
、
ク
ラ
ブ
運
営
に

係
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
よ

う
に
要
望
し
ま
し
た
。 

④ 

保
育
士
等
確
保
定
着
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
新
卒
者
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
潜
在
保
育
士
や

市
外
か
ら
の
転
職
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
行

い
、
保
育
士
の
人
材
不
足
解
消
や
、
受

入
体
制
の
整
備
に
努
め
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。 

⑤ 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、
特
別
支
援
教
育

補
助
職
員
に
つ
い
て
は
人
員
増
を
要

望
し
ま
し
た
。 

⑥ 

大
山
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
に
つ

い
て
は
、
改
修
後
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の

管
理
方
法
が
未
定
と
い
う
こ
と
で
、
円

滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
も
早
急
に

方
向
性
を
示
す
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

⑦ 

令
和
３
年
度
か
ら
長
寿
命
化
及

び
大
規
模
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
て

い
る
日
田
市
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

は
老
朽
化
に
加
え
、
釣
り
天
井
が
撤
去

さ
れ
て
い
な
い
等
、
安
全
が
確
保
で
き

て
い
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
可

能
な
限
り
早
め
の
対
応
を
要
望
し
ま

し
た
。 

⑧ 

総
合
的
な
子
ど
も
支
援
拠
点
創

設
事
業
に
つ
い
て
は
、
既
存
事
業
と
の

兼
ね
合
い
や
事
業
内
容
、
直
営
か
民
営

か
の
運
営
方
法
、
場
所
の
選
定
な
ど
未

定
な
部
分
が
多
く
、
具
体
的
な
議
論
や

方
向
性
も
見
え
な
い
た
め
、
今
後
の
進

捗
に
つ
い
て
適
宜
、
議
会
へ
の
報
告
を

行
う
よ
う
に
付
言
し
ま
し
た
。 

な
お
、
私
の
所
属
す
る
教
育
福
祉
委

員
会
審
査
で
は
教
育
委
員
会
の
協
議

不
足
に
よ
り
説
明
が
足
り
ず
、
不
要
の

時
間
を
要
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
審
査
に
臨
む
姿
勢
に

は
甚
だ
疑
問
を
感
じ
、
今
後
の
改
善
は

も
と
よ
り
、
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

対
応
、
あ
わ
せ
て
指
摘
事
項
を
真
摯
に

受
け
止
め
た
う
え
で
、
事
務
を
執
行
す

る
よ
う
強
く
付
言
し
ま
し
た
。 
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 新型コロナウイルス感染症関連相談窓口が市役所 2 階 201 会議室内（22-8243）に設置さ

れています。相談の受付・各種制度に関してお問い合わせください。また新型コロナウイルス感

染症関連支援策をいくつか抜粋しましたので参考にしてください。支援策は毎日のように更新さ

れ内容の変更や追加がされていますので、日田市役所ホームページや経済産業省 HP などでもご

確認ください。皆様の声を聞き、必要な政策を必要な時にできるように議会も動きます！ 


